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	機能性ディスペプシア (Functional Dyspepsia; FD) は、慢性的な上腹部愁訴を呈するものの器質的異常を認めない疾患である。FDの病因は未だ解明されていない。本研究は、FDの病因と病態を消化管粘膜バリア機能の観点から解明することを目的とした。FDと診断された患者 (FD群)、腹部症状の訴えがあるがFDではない患者 (症候性対照群) そして腹部症状のない患者 (無症候性対照群) の3群に分け、上部消化管内視鏡検査中に胃および十二指腸において粘膜バリア機能の評価指標となる粘膜電気...

